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FT-IR study of carbon nitride synthesized by using atmospheric pressure plasma 
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層状窒化炭素、graphitic-C3N4 (g-C3N4)はバンドギャップが約 2.7 eV程度の半導体である。単層の層状窒化炭素

を仮定した光学的性質の理論計算によると、大きなエキシトン効果のために高い状態密度が期待でき、その点に

注目すると、発光あるいは受光デバイスへの利用が期待される。エネルギー準位が水の光分解に適していること

から水の光分解光触媒として研究が進められている[1]。半導体利用と直接にはリンクしないが、超硬質窒化炭素

を合成するための出発材料としてのポテンシャルも考えられる。 

層状窒化炭素は C、N からなる構造単位 heptazine(C6N7)が連結して層を形成する。 

○水素を含まない層状窒化炭素 g-C3N4モデルでは、Cは N と３配位、N は Cと２配位、３配位する。２配位と３

配位の窒素の比が 3:1なる。 

○水素を含む層状窒化炭素 Melon C6N6(NH)(NH2)あるいは C6N9H3がモデル構造として提案されている。Melonで

は２配位と３配位の窒素の比が 6:1となる。水素終端された C2-NH、C-NH2の窒素まで３配位に含めると、6:3=2:1

となる。 

大気圧窒素プラズマ法を用いると窒素含有量の多いナノアモルファス層状窒化炭素が合成できる[2]。本法によ

り合成した試料では、酸素が１％程度と少ないがある程度の水素を含む。試料は合成後に熱アニールを施してい

る。ナノアモルファス層状窒化炭素の FT-IR(ω)スペクトルを図に示す。Heptazine環の面外変角振動（約 810 cm-1）、

面内伸縮振動（1200 – 1700 cm-1）、欠陥誘起吸収（2500 – 3500 cm-1）からスペクトルは出来ている。欠陥関連吸収

は 4 つの吸収帯の重ね合せでよく再現できる。その内の一つの吸収は他の 3 つの吸収に比較して弱く、事実上は

３つの吸収の重ね合せといえる。

FT-IR(ω)の波数を２倍にした FT-IR(2

ω)を試みに重ねて比較してみると、

1622 cm-1 の肩吸収は面外変角振動（約

810 cm-1）、2829 cm-1のブロードな欠陥

誘起吸収は面内伸縮振動（1423 cm-1）

の倍音吸収、3220 cm-1 のブロードな欠

陥誘起吸収も 1600 cm-1附近の面内伸縮

振動の倍音吸収と考えらえる。倍音吸収

が排除される 3500 cm-1のブロードな吸

収が NHx 基による吸収と考えられる。

倍音吸収が顕著であることと試料がア

モルファスであることの関連性につい

て 考 察 を 進 め て い る 。                   

図１．ナノアモルファス層状窒化炭素の

FT-IRスペクトルと倍音 
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